
第５回 月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会 

 

日 時  令和 6 年(2024 年)3 月 11 日(月)16 時～ 

場 所  月寒公民館 １階大研修室        

 

次   第 
 

１ 開会  

 

２ 事務局挨拶  

 

３ 報告 

(1) 第４回検討委員会の振り返り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

(2) 地域や保護者から寄せられた意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

  

４ 協議事項  

(1) 小規模学校運営上の課題及び新設校のアンケート結果（教員）・・・・・・・資料３ 

(2) 意見書の事例と検討委員会で協議すべきことについての整理・・・・・・資料 4・５ 

 

５ 次回の学校配置検討委員会の開催日程について 

 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配付資料 

▶次第 

▶座席表 

▶委員名簿 

▶資料１：月寒・東月寒地区学校配置検討委員会ニュース第 4 号※HP にて公開しております 

▶資料２：地域や保護者から寄せられた意見 

▶資料３：小規模学校運営上の課題及び新設校のアンケート結果（教員） 

▶資料４：検討委員会で協議すべきことについての整理 

▶資料 5：意見書の事例 



資料２ 地域や保護者等から寄せられたご意見 

 

受付日・

方法 
内容 分類 

06.01.26 

メール 

月寒小、月寒東小との合併を検討しているのであれば、現時点でもそ

ちらの小学校の保護者にも説明が必要だと思います。 

あやめ野の子供たちが来ることをよく思っていない声を聞きます。 

月寒東が受入可能だと記載されていますが、月寒東にこんな窮屈な

思いをさせてまでと意見されてる方がいますので、保護者として、受

け入れが難しいと思っているのではないでしょうか？ 

この状態で転校した場合、あやめ野が来たせいで、と、なりかねな

いのではないでしょうか。 

校区の編成は町内会などがあって難しいとききましたが、今回あや

め野がなくなれば、校区が割り振りされることになります。 

それは町内会などの縛りはないのでしょうか？ 

その点から、あやめ野を解体した受けいれはできるが、全体の校区

編成はできないということに、納得ができません。 

あやめ野だけを編成するから、来てほしくない、行きたくないなど

の問題になるので、該当 3学校、もしくは豊平区での編成を検討し

たら、不満や手間が多いかもしれないが、公平だとおもいます。 

校区について 

06.02.27 

電話 

現在あやめ野小学校に通っている子供を持つ親です。 

学校配置検討委員会ニュースを読みました。 

私の周りでも上の子があやめ野小学校に通っていて、下の子が保育

園や幼稚園児の子をもつ方たちが多いです。 

今後、あやめ野小学校が統合する場合、これからあやめ野小学校へ

入学予定の下の子供たちは、あやめ野小学校に通って 1、2年で学校

が変わってしまうことになることと思います。友達やクラスががらり

と変わることや、それぞれの学校によっての決まりや持ち物などがい

きなり変わってしまうことは小さな子供たちにとっても負担になるの

ではないかと思います。 

入学から卒業まで同じ学校に通うことを選べてもいいと思います。 

これから入学する子供たちには入学する時点で統合先の校区の小学校

へ初めから入学することを選べるようにして欲しいと強く思っていま

す。また周りでもそのような意見が多く出ています。どうかご検討よ

ろしくお願いいたします。 

校区について 

 

 

 

 



20170720■第２回札幌市立小中学校適正配置審議会 

第１回札幌市立小中学校適正配置審議会 発言要旨 

 

 

 

【学校規模適正化の意義・必要性について】 

 

○クラス替えができないと人間関係が固定化する。様々な人間と関わって子どもは成長していくの

で、それが可能な環境を整えることは重要。 

○学年の担任が１人になると、習熟度別の指導や課題別グループをつくって学習を進めていく際に

指導者の確保が困難。他に校外に引率する学習活動等にも影響がある。 

○大人との出会いも重要。教職員もある程度の人数がいて、様々なタイプの教職員がいるから、い

ろいろなタイプの子どもたちの良さに気づけるし、支援ができる。 

○人間関係をうまくつくれなかったり、つまずきがあったりした時の、リセットの機会の保障とい

う観点でも、クラス替えができることは重要。 

○中学校では、９教科の専門性を有した教職員の配置は欠かせない。 

○小規模校の良さは、教職員も子どももみんなの顔と名前が一致すること。ただしうまくいってい

るときはいいが、行き違いなどがあったらその関係性の中で進級するのはつらい。 

○学校訪問の際、規模が小さいほど学校の特徴をつかみやすいが、大きくなるとちょっとつかみに

くくなることがある。 

○子どもたち一人ひとりと丁寧に関わることができ、顔が見えるという小規模校の良さは認めつつ

も、学校の大切な役割は、子どもたちの社会性を育て視野を広げること。そのためには、多くの

人と関わることも重要なこと。 

○人間関係の固定化や遠足でバスが使えない、修学旅行が実施困難な状態までなっている場合、子

どもたちの教育環境を考えると早急に学校規模の適正化を進める必要がある。 

○学校運営でも、多くの職員がいることで、子どもの良さを感じ取ったり、様々な社会的要請や課

題が次々と生じたときは、お互いに支え合ったりすることもできる。 

○もみじ台地域が２校になって、相談支援カウンセラー等の負担が軽減されている。 

○大規模校のいい点は、運動会や合唱コンクールなどの学校行事が、切磋琢磨して盛り上がること。 

○大規模校は、学びのサポートスタッフがティーム・ティーチングなど多種多様な取組ができ、先

生や子どもの目が生き生きしている。 

○小規模校は学校運営面で厳しい。運動会などの各行事や、職員の健康診断受診も余裕がない。 

○子どもたちに求められる資質は、やはりコミュニケーション能力。色々な人と出会う中で人間関

係形成能力を培うことが求められており、多様な出会いがある学校規模は教育環境として必要。

少子化、核家族化が進んでいる現代だからこそ、学校教育で力を入れていくべきところでもあり、

その中で豊かな学びも進んでいく。 
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札幌市立小中学校適正配置審議会 委員名簿 

    

（平成 29 年（2017 年）6月 15 日現在） 

 

 

大室 道夫   札幌市立幌西小学校長 

 

勝田 真塩   札幌市立屯田北中学校長 

 

北嶋 雅見   株式会社道銀地域総合研究所地域戦略研究部業務部長 

 

木村 まどか  札幌市立幌北小学校長 

 

香西 浩子   札幌市 PTA 協議会総務委員長 

 

下村 勝子   札幌市民生委員児童委員協議会 

厚別区主任児童委員連絡会会長 

 

濱谷 雅弘   北海道科学大学未来デザイン学部人間社会学科教授 

 

福田 信一   北翔大学教育文化学部教育学科非常勤講師 

 

堀内 仁志   公募委員 

 

松山 ひとみ  札幌市 PTA 協議会広報委員長 

 

横山 美和   公募委員 

 

以上 11 名【50 音順、敬称略】 

資料１ 
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- 45 - 

設問 新設校として、開校当初から様々な負担があったことと思いますが、具体的にどのよ

うな負担や課題があり、それにどのように対応したかを確認させていただきたいと思います。

「例」のような観点から、課題と思われる点、また課題に対する対応方法などをお答えくだ

さい。 

例：開校にあたっての事務負担、新設校としての意識付け、保護者対応、地域との連携、通

学安全の指導など 

 

分類 内容 

事
務
負
担
に
つ
い
て 

・事務負担については、開校事務と旧学校の事務処理を行う中で、新設校の準備を

同時に進めていくことに大変苦労した。既存校舎を活用しての統合だったため、

新しい学校という意識付けが弱かった。 

・２月から開校事務と閉校事務、学級の事務などが重なり負担が大きかった。開校

してからも１学期間は落ち着かない状態だった。子どもたちの様子が落ちついて

くると、少し見通しをもつことができてきた。 

・行事等すべてが何もないところからのスタートで前年案もないので、ゼロからの

積み重ねをしていかなくてはいけず大変だった。 

・年間計画を立てていくことの面白さと難しさを感じた。 

・開校当初のため、これらのことを打ち合わせ、創り上げていくことは当然だと思

っていた。したがって、何ら負担や課題だとは思わない。むしろ楽しみだった。 

・学校行事や児童活動、研究などについて、全てがゼロからのスタートだったため、

創り上げていく楽しさや充実感もあるが、仕事量も多くなったり、時間がかかっ

たりした所が負担であったし、それをどう改善していくかが課題だと考えている。 

・通学指導も範囲が広くなり、負担は大きい。 

8 

sa70300
テキストボックス
もみじの丘小学校及びもみじの森小学校に勤務する教員へのアンケート（抜粋）


sa70300
四角形

sa70300
四角形

sb51547
四角形



- 46 - 

学
校
運
営
に
つ
い
て 

・「型」がないので何をするにしてもスタッフと共通理解、意識のすり合わせが必要

となり、労力的にも時間的にも大変だった。 

・新設校の様々なルールづくりを全職員で納得するまで話し合った。 

・学校長の示す学校教育目標は明確であり、教職員がその具現化に向けて、新たな

学校作りをスタートした１年であった。そのため、授業研究の充実、文科省の教

育課程研究校指定を受け、教職員の研鑽も盛んであった。児童の安全・安心に関

わる活動では、校務分掌上に生徒指導部、地域渉外部を設置し、関係団体との連

携を強化し、とてもよく機能した。 

・統合前は通学路だった道が、統合して通学路ではなくなった場所があり、わから

ずに通っていた児童がいた。交通安全指導で児童を見守ったり、児童に繰り返し

指導したりした。 

・新設校としてがんばろうという教師の理想が現状とそぐわず、子どもに寄り添う

活動というよりは、させている感が強く、子どもをよく見ることができていない

感じがした。 

・地域の方とともに学べる学習や行事を意図的につくり出し、地域の方々と学校の

距離を縮めることができた。 

・子どもたちのことも考えるとゼロからのスタートで、校長、教頭以外の教職員は

一新した組織体であることが望ましいと思う。 

保
護
者
対
応
に
つ
い
て 

・旧４校からの保護者は、それぞれの学校での取組ややり方にこだわっている方も

多数いたようだ。母体校の人数が多すぎると新設校を創っていこうとする意識よ

り、吸収合併されている意識の方がどうしても強くなってしまい、チームとして

の意識を高めるのに大きな障害になっていたように感じる。保護者にもこのよう

な気持ちを抱かせないためにも、できる限り新しいメンバーで構成した方が余計

な反発が起きないと思う。本校では学校評価で浮かびあがってきたこのような保

護者の不安を、時間はかかっているが、学校からの便り、懇談会での話、掲示物

でのお知らせや個別の対応によって解消することが少しずつできていると思う。 

・統合したことで、統合前の学校でのルール（校外生活のきまり等）がそれぞれ違

っているところに、混乱する保護者がいた。学校便りや懇談などで周知した。（子

どもにもその都度伝えたり指導したりした。） 

・保護者も子どもと同じように様子見なところがあった。初めのころは「元○○小

の子たちは」「だから元△△小の子は」など言う姿が多かった。でもクラスは１つ

を目指していること、「元○○小」というのは教師自身思ってないし、子どもも１

つを目指してがんばっているところだと伝えた。夏にはもう聞かなくなった。 

・校区が広がり、保護者同士がやり取りできずに、児童の動きを把握できないこと

があった。 
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- 47 - 

設問 その他、学校規模適正化推進事業でご意見などありましたら、ご自由にお書きくださ

い。 

 

 

分類 内容 

良
い
点 

・とてもやりがいのある仕事だと感じた。やる気にあふれた若い先生が多く、大変

貴重な研鑽の場となり、感謝している。 

・統合することでのメリットは大きかったと思う。子どもたちの声からも、学習、

生活、行事の面でよいことが多いことを感じる。 

・児童数のことを考えると、もみじ台地区は２校で良かったと思う。 

・新しい学校を誕生させ、歩調を合わせながら、この１年教育活動を進めてきた。

基本計画案を実施しながら、それが子どもにとってどうなのか全職員で話合い、

絶えずきめ細かに見直しながら実践を確かなものにしていった。 

改
善
す
べ
き
点
等 

・開校と校舎の工事が重なっていたために、行事や活動を予定しにくい面があった。

時期をずらしてもらえると良い。 

・統合が予定されている学校は、その数年前からそれを見越した教職員人事をすべ

きである。そして閉校の年には、そのほとんどを（半数でも）新設校メンバーと

し、閉校業務と併せて開校に向けての計画を進められるようにすべきである。そ

うすることで、よりスムーズに開校初年度を迎えられる。 

・新設校だからいろいろチャレンジしようということと時数の制限とで、難しい面

があった。 

・既存校舎を活用するので、せめて教具等の一新くらいの措置は必要だと思う。 
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資料 4 検討委員会で協議すべきことについて 
令和６年3月11日 

月寒・東月寒地区学校配置検討委員会 

①通学区域案 

【要協議】現あやめ野小校区をどのように再編するか 

※重要と考えるポイント ①通学距離 ②通学安全 ③その他の要素 

 

②指定変更区域の設定 

 【要協議】指定変更区域を設定するかどうか、設定する場合どの学年から適用するか 

 

③再編時期 

【要協議】時期の目標をどう設定するか（最短での実施 / 少なくとも〇〇年度以降） 

※近年は建築資材や人材の不足、週休２日制の完全実施などの社会情勢を踏まえると、工事スケジュールが見

通せない状況 

 

④通学安全に関すること 

 【要協議】意見書に記載する内容 

 

⑤校名・校歌・校章をどうするか 

 

⑥事前の両校の交流 

 

⑦その他統合に向けての要確認事項 

 

⑧学校の跡地の活用 

 

 

〇検討委員会の目的である「意見書の作成」に向けて協議するべき内容と、意見書提出後も開校

に向けて継続的に協議するべき内容について整理 







令和６年(2024 年)●月●日 

札幌市長    秋元 克広 様 

札幌市教育長 檜田 英樹 様 

〇〇地区学校配置検討委員会 

代表委員 〇〇 〇〇 

「〇〇小学校と〇〇小学校を中心とした学校施設・地

域コミュニティ施設の再構築」に関する意見書 

記 

１ 〇〇地区の小学校再編及び〇〇の複合化について 

(1) 小学校再編の考え方 

児童の教育環境の向上を図る観点から、〇〇地区の〇〇小学校と〇〇小

学校を再編する。 

(2) 小学校再編の実施方法 

ア 児童の通学距離や学校敷地の面積、建築物の耐用年限等を考慮し、現

在の〇〇小学校敷地を活用して再編する。 

イ 再編にあたっては、既存の学校施設では再編後の児童を収容できない

こと、また、施設の老朽化の状況を踏まえ、〇〇小学校校舎を改築し、

両校の児童が新しい気持ちで通学できるよう十分な配慮を行うこと。 

(3)  〇〇の複合化 

札幌市の地域コミュニティ施設の複合化の方針に基づき、〇〇を複合化

することとし、その運用にあたっては児童の安全確保や学習環境の向上に

最大限配慮すること。 

(4) 再編時期 

建築資材や人材の不足、週休二日制の完全実施など、近年の建築事業に

まつわる社会情勢を踏まえると、工事等のスケジュールが見通せない状況

にあるが、一年でも早く改築による教育環境の整備がなされるよう最大限

の配慮を行うこと。 

（例） 資料５ 



２ 通学区域案 

小学校再編後の通学区域は、〇〇小学校と〇〇小学校の現在の通学区域

を合せたものにすること。 

 

３ 通学安全に関する要望等 

通学距離が長くなる児童や通学路が変更される児童もいることから、学

校や保護者、地域等は、これまで以上に連携を深め、地域全体の課題として

除雪を含めた児童の通学安全に関する取組を充実させていくことが必要と

考える。 

札幌市と札幌市教育委員会は、これらの取組に協力するほか、児童が安

全かつ円滑に通学できるよう十分配慮すること。 

 

４ その他の要望 

(1) 小学校の再編に向けて、児童や保護者、学校間の交流事業等を実施する

などし、児童や保護者が安心して再編後の小学校における活動を行える環

境を整えること。 

(2) 小学校の再編前後においては、教職員の業務負担増が考えられることか

ら、児童により良い教育環境を整えるため、教員の追加配置等に配慮する

こと。 

(3)  再編後の小学校においては、両校の特色ある教育内容やその歴史等に

配慮しつつ、未来志向の「新しい学校づくり」を進めること。 

(4) －〇〇小学校の跡活用について－ 

 

 

最後に、今回の再構築の取組により、子どもの教育環境の改善はもとより、

この〇〇・〇〇地区が一層魅力ある地域になることを望みます。 


